
励やぎで寮,

自然ヱ ネj訪ギ
m

ゃっ へl . ‡ 第5 蘭は ､ ｢ はじめ る ､ 市民が つくる エ ネ ル ギー
･

｣ がテ 姐 マ です ｡

チェ ル ノブイリ事故を受けて ､
ドイ ツ ｡ シェ 血 チうで立 ちよ が っ た 市 民が

とうとう電力会社を創 るにまで至 っ た過程を描く映画

｢ シェ 鵬 ナウの 想 い ～ 自然 エ ネル ギ ー 社会を子どもたちに ～ ｣ の 上 映 ､

そして､ 巨昏M Y ( 地 産 地消の エ ネル ギ
肋

) を提唱しつ づ けてきた

東北大学名誉教穫の新嚢弘明先生のあ話から､ 宮城ではじめる ､

自然 エネル ギ 並 の 取り組 みを考え蜜す ｡ ぜ ひ ご参加くだ凱 ＼萱
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監 会 場 〕

勉台商戦災復興記念館( 4 階研修室)
仙台市膏薬区大田丁2 凸1 2 山 1
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定番力岩茅法3 エネシフみ やぎブロゲイ ベ ント告期内フォ
呵 ム よりお 申し込 みくだ凱 ､
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鉢 エネシフみやぎの紹介

険 鯛 F シ笠
間 汐母の 敵軍～ 繊 孟春ルギ警視傘を苧ど 地 番に 比 晩婚 紛)

く休憩〉

鬱F 他産地潤の畏 射抄 軒
･｣ 斬 馳 明発生 (寵 聴 軸 菅教授)
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串会喝を交えたQ & A とト
ー クも!
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･サの憑い
～ 自然五泉ル革 飽 社会を予ど亀たちに ～

ドイツ南西膏臥黒 い 森の なか にある小さなま

ちシェ ー ナウ市 ｡ チェ ル ノブイリ原発事故後 ､

シェ 叫 ナウの親たちが ､ 子どもの未来を守る

ため自然エネルギ ○ の 電力会社を自ら作ろう

と決意して ､ 誕生させるまでの軌跡を綴 っ た

ドキュ メンダノ
ー 映画 ｡ ( 監督:フランク = ディ ー チ

ェ /
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.
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ドイツ)

噂 新妻弘明先生プロ フィ 岬 ル

東北大学大学院工学研究科電気及通信

工学専攻博士課程修了｡ 東北大学名誉

教授｡ エ学博士 ｡ 電気 ｡ 電子計測 ､ 地熱エ

ネルギ
血

判用技術 ､ 再生可能エ ネル ギ
ー

などに関する研究に従事 ｡ 日本地熱学会

会長 ､ 川嶋 ¶ 仙台薪スト 中 ブの全会長など

を務める ｡ エ ネル ギ
ー

の 地産地消である

EI M Y の概念を2 0 0 2 年 に提唱し､ その実

現の ための実践的研究を､ 岩手県 ､ 宮城

県 ､ 福島県､ 長野県などで行 っ ている｡

磯 エネシアみやぎと隠?
宮城でもエネル ギ ー シフト( = 持続可能な社会に向けたエネルギ ー 利用の転換) を進めましょう!

原発にも化石燃料 にも頼らず､ 身近に ある自然エネルギ ー を活用した持続可能な地域や暮らしを

宮城から創りたい 騨

そんな想いを持ち､ 自然エネルギ 爛 に関して､ 学び､ 共有し､ 実践に つ なげて

いく場として ､ 2 0 1 2 年5 月に誕生しました｡

自然エネル ギ 血 に 関する勉強会や ､ F a c e b o o k ｡ メ ー リングリスト等での情報交換を行っ ています!
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泳 エ ネシフみ やきぎは､
エ ネシフヤマ ガタと遥均させて い ただい ております




